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 本日のプログラム
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２．ロータリーソング

　　「奉 仕 の 理 想」
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次週 8月 30 日プログラム予定　　クラブフォーラム

 

第 940 回の記録　　　平成 18 年 8 月 9 日

★ 会長の時間　　　　　　　佐藤　高元 君

　2006年3月2日国際協議会において「率先しよ

う」を掲げたウイリアム B・ボイド現 RI会長は

次のように述べました。

　 「ロータリーに関する読み物の中で、私が座

右に置いている一冊があります。それは、近頃

手に入れにくくなった貴重なものです。ロータ

リーモザイクと言う題名のこの本は、私と同郷

のニュージーランドご出身のハロルドトーマス

元RI会長によって書かれました。今日この場で

皆さんにどんなお話をしたら良いものかと思案

した時、私は本書を手に取りました。」

　この後、B・ボイド現会長は、－率先しようー

を提案されるのです。また、この本を書いたハ

ロルド・トーマス氏がどんな人物か、日本ロー

タリーとの関係などについてはロータリーの友

７月号に神崎ロータリー友委員長が、ハロルド

トーマスと日本のロータリーと題して、詳しく

述べていただいています。

　何よりもRI会長が座右に置くほどの一冊の本

とはどんな本なのか、興味を惹かれますが、幸

運にも、山脇先生の好意によってその一冊の本

にめぐり合うことができました。この機会に、

ロータリーの理解を深めるためにこの本を活用

させていただきたいと思い、会長の時間に紹介

していくことと致しました。　この本の解説が、

後書きに次のようにまとめてあります。

　「本書は、1950 年～ 1970 年代までのロータリ

ーの思想の移り変わりを各年代ごとに詳細に解

説してあります。ロータリーの生い立ちといか

に多くの難関を乗り越えて今日に至ったかと言

うロータリー自体の進歩発展の感動の物語であ

り、また、ロータリーの諸原則やプログラムが

何故そう決められたのか、その理由と生成発展

の歴史的過程が説き明かされています。」

　まさしく、ロータリーのバイブルと言えるの

ではないでしょうか。とは言え内容を十分理解

する力はありませんが、  「その始め」と題する

次のような興味深い記述がありますので紹介い

たします。内容はみなさんもよくご存知のこと

です。  「その始め」とは、つまり、ロータリー

の始まりのことです。  「最初のロータリーの会

合は典型的な事務室で催された。それはあまり

照明の良くない、机が一つ、椅子が三つ四つ、

　　　　　　　　〓裏に続く〓

【会員増強・拡大月間】
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隅の方にコート掛けが一つ、それに絵が一、二
枚と工作図画が一つ壁に掲げられた小さな部屋
だった。それは鉱山技師ガス・アローの事務所
だった。そしてガスが一人の訪問客ハライム・
ショレーという裁縫師を迎え入れたばかりのと
きであった。
　堅型の椅子の一つに腰をおろしてガスと話始
めた。
　最初は通例の何気ない話で始まったが、まも
なく彼らの話は、友人の弁護士が数ヶ月前から
終始論じていた構想のことに移っていった。そ
の弁護士の名前はポールハリスと言ったが、彼
は一つの新しい種類のクラブ構想を持っていた。
ガスとハイラムはもう二人の訪問客―石炭商の
シルベスター・シールと他でもないポールハリ
スその人―を待っていたから、今晩もまた、そ
の問題を論じ合おうと言うのであった。やがて
その二人が入ってきた。二人は今イタリア料理
店で素晴らしい料理をしてきたところだと言っ
た。彼らは一つ二つ面白い経験談を交わした後、
ポールが新しいクラブの構想を発表した
　彼は、もし一群の実業家達が定期的に会合し
て、お互いを知り合う事が出来たら大変良いだ
ろうと説明した。 かくして、1905 年 2 月 23 日
ロータリーが誕生したのでした。
　ロータリー誕生の瞬間をここまで事実に即し
てリアルに表現したものに触れることが出来た
のは初めてである。  「中略」そう言う意味から
もロータリーモザイクという呼び方がふさわし
いと思います。

１．真実かどうか　　　　　　　３．好意と友情を深めるか

２．みんなに公平か　　　　　　４．みんなのためになるかどうか
■　四つのテスト

　　　　出席状況　第 937 回　平成 18 年 7 月 19 日
会 員 数　　　29 名　　　　　　欠 席 者 数　　  2 名
出席者数　　　27 名　　　　　　メークアップ　　　0 名
出 席 率　　　93.0 ％　　　　　修正出席率　 　93.0 ％

 

★　幹事報告　　　　　　　　　太田　忍 君

※　大迫ガバナー補佐より公式訪問・お礼状介

※　宮崎中央 R･Ｃよりインターアクト認証

　　伝達式参加のお礼状案内

※　宮崎南 R･Ｃ－延岡Ｒ・Ｃより特別休会案内

※　宮崎西Ｒ・Ｃ例会変更案内

日時：平成 18 年 8 月 18 日（金）18：30

場所：ホテル浜荘

★　新会員入会式が行われました♪

押川正彦君　

職業分類：自動車販売

いすゞ自動車南九州株式会社勤務

那珂小学校の前で息子さんが「料亭まるまさ」

を経営されています。ご利用を御願いいたしま

す。押川会員の入会で、30 名になりました。

　　友好ロータリークラブ推進委員会より～

☆　下田Ｒ･Ｃ親睦委員長　加藤　友規さんより

　　メッセージが届きましたので紹介します～

　10月 1 日　下田Ｒ・Ｃ会長　松井大樹、幹事

　土屋　晃はじめ会員一同　皆様にお会いでき

　ますことを最大の喜びとしてお待ち申し上げ

　ます。残暑　くれぐれもご自愛くださいませ。

～ ＭＥＭＯ ～

８月の花
ひまわり

　　　　　　　　ロータリーのはじめの4人
左から、ガスターバス E. ローア　、シルベスター・シール、
　　　　ハイラム E.. ショーレー、　　 ポール P. ハリス


